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（１） 事業の目的と計画の概要
・国道357号東京湾岸道路は、千葉市美浜区から東京都、川崎市、横浜市、横須賀市に至る延長約80ｋｍで海岸沿い
に主として埋立地を利用した道路。

・湾岸地域に立地する諸都市、空港や港湾等の国際的業務機能をはじめとする物流拠点やオフィス、レジャー施設等、さ
まざまな都市機能の効率的な交流と効果的な連携を図る道路。

・東京都区間は、羽田空港や東京港など重要な施設へのアクセスをになう道路。

１．事業の概要

計画の概要

横断図 （専用部・一般部並行箇所）

（神奈川方面）

再評価対象 再評価対象
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神奈川県

東京都

千葉県

八景島～夏島間
八景島

国道357号 東京湾岸道路 延長79.8km

神奈川県区間
延長35.1km

東京都区間
延長23.4km

千葉県区間
延長21.3km

東京港トンネル

多摩川トンネル

平 面 図

高 速 道 路

国 道

凡例

開 通 区 間

事業中区間

事業中区間

調査中区間

専用部 専用部
(国道)

一般部
(国道)

進捗状況

（ 未 着 手 区 間 ）

本牧地区

東京湾羽田空港

再評価対象区間

一体評価区間

区 間 ：自）東京都江戸川区臨海町

至）東京都大田区羽田空港

計画延長・幅員：23.4km・100m
車線数 ：4～8車線
計画交通量 ：12,400～96,900台/日
事業化 ：昭和43年度
全体事業費 ：約5,083億円
（前回評価時 ：約4,713億円）

とうきょうと おおたく はねだくうこう

とうきょうと えどがわく りんかいちょう
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（２）事業の必要性

出典：国土交通省関東地方整備局
東京空港整備事務所

■外内貿コンテナ取扱量の伸び

※京浜港＝東京港、川崎港、横浜港

羽田空港の乗降客数

整備中

■国内線乗降客数の伸び

国内線乗降客数 約1.4倍

・国道357号東京湾岸道路の沿線には、物流・人流の面から我が国の経済にとって非常に重要な京浜港・千葉港・羽田空港

等が存在。

・加えて、首都直下地震等の大規模災害が発生した際の、応急復旧活動の拠点となる基幹的広域防災拠点が存在。

・国道357号東京湾岸道路の整備により、物流・人流の効率化や、防災機能の強化に寄与。

羽田空港と臨海副都心を結ぶ

至 神奈川

至 千葉

羽田空港
撮影：平成29年11月

国道357号
東京湾岸道路

１．事業の概要

【首都圏広域防災の
ヘッドクォーター】

・コア部隊のベースキャンプ

・緊急輸送物資の一次中継

・災害時医療の支援

・災害ボランティア等への支援 等

出典：「東京湾臨海部基幹的広域防災拠点整備基本計画」
（首都圏広域防災拠点整備協議会）

■東京港臨海部の基幹的広域防災拠点

基幹的広域防災地点
「有明の丘地区」

【海外をはじめとした
物流コントロールセンター】

・海外輸送などの中継基地

・広域支援部隊の一時集結-キャンプ等

基幹的広域防災地点
「東扇島地区」

東京港臨海部の防災拠点
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京浜港+千葉港
の貨物取扱量

コンテナ取扱量 約1.6倍

出典：東京港港勢、川崎港統計年報
横浜港統計年報、千葉県港湾統計年報

神奈川県

東京都

千葉県

八景島～夏島間
八景島

国道357号 東京湾岸道路 延長79.8km

神奈川県区間
延長35.1km

東京都区間
延長23.4km

千葉県区間
延長21.3km

東京港トンネル

多摩川トンネル

高 速 道 路

国 道

凡例

開 通 区 間

事業中区間

事業中区間

調査中区間

専用部 専用部
(国道)

一般部
(国道)

進捗状況

（ 未 着 手 区 間 ）

本牧地区

東京湾羽田空港

再評価対象区間

一体評価区間

東京都

千葉県

川崎港

羽田空港

東京港
千葉港

幕張新都心

臨海副都心開発

東扇島地区

有明の丘地区

；京浜港



（３） 事業の目的と計画の概要（東京都区間の周辺の状況）
・国道357号東京湾岸道路（東京都区間）は、羽田空港・東京港を通過。

・沿線周辺には、物流施設や工場のほか、豊洲や太田などの市場、集客力の高い商業施設や観光施設が多く立地。

１．事業の概要
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②羽田空港周辺

⑤東京港トンネル周辺

④大井地区周辺

⑥お台場周辺

③京浜島地区周辺

⑦新木場（荒川渡河部）周辺

事業着手済区間 延長23.4km

国道357号 東京湾岸道路（東京都区間）延長23.4km

①多摩川トンネル周辺

①

②

④ ⑤
⑥

⑦

京浜島
工業団地

③
城南島工業団地

羽田鉄工団地

東京辰巳
国際水泳場

東京
ビッグサイト

夢の島
競技場

大井火力発電所

大田市場

葛西臨海公園

高 速 道 路
高 速 道 路
（ 事 業 中 区 間 ）

国 道
主 要 地 方 道
県 道

凡例

開 通 区 間
事 業 中 区 間
事 業 中 区 間

工 業 団 地
商 業 施 設 ・
観 光 施 設
そ の 他 施 設

（未着手区間）

至 千葉

東京湾

豊洲市場
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デックス東京ビーチ
アクアシティ台場
ヴィーナスフォート

ダイバ-シティ東京プラザ等

アーバンドックららぽーと豊洲

出典： 工業団地：羽田鉄工団地（http://haneda-kumiai.kir.jp/）
城南島工業団地（http://www.jounanjima.com/）
京浜島工業団地（http://www.keihinjima.or.jp/list）

商業施設：全国大型小売店総覧2018（週刊東洋経済）より店舗面積1万㎡以上

東京港

至横須賀



東京港臨海道路
(Ⅰ期)

東京港臨海道路
(Ⅱ期)

357

東京港TN

多摩川TN

国道357号 東京湾岸道路（東京都区間）延長23.4km
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（１） 事業の進捗状況等（東京都区間）

■東京港トンネル西行き(海側)
整備状況

平成27年度（前回再評価時）

令和元年度（今回再評価）

高 速 道 路
高 速 道 路
（事業中区間）

国 道
主 要 地 方 道
県 道

凡例

開 通 区 間
事 業 中 区 間
事 業 中 区 間
（未着手区間）

・多摩川トンネル：多摩川トンネル技術検討委員会を設置し、調査設計中。

・東京港トンネル：平成28年3月西行き（海側）供用

令和元年6月東行き（内陸側）供用。

・辰巳・東雲・有明立体：工事着手に向け調査設計中。

凡 例

工事完了 ・用地取得済み
工事中 ・用地取得済み
工事未着手

至 神奈川

至 千葉

至 神奈川

至 千葉

前回
評価時
H27

今回
評価時
R1

用地取得率
100%

（全体）
工事(一般部)

工事(自動車
専用部)

用 地

工事(一般部)

工事(自動車
専用部)

用 地

用地取得率
100%

（全体）

東京港トンネル
（海側）H28.3開通 (内陸側）R1.6開通

辰巳・東雲・有明立体

昭和43年度：事業化

昭和44年度：都市計画決定［江戸川区堀江町(千葉県境)

～大田区平和島大井埠頭］

昭和46年度：用地着手、工事着手

昭和52年度：都市計画変更［江戸川区堀江町(千葉県境)

～大田区羽田空港(神奈川県境) ］

平成25年度：大井環七立体、新木場立体 供用

平成27年度：東京港トンネル西行き（海側） 供用

令和元年度：東京港トンネル東行き（内陸側） 供用

■事業の経緯
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２．事業の進捗状況と見込み等
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（２） 社会情勢の変化（東京都区間）

・国道357号は、自動車専用部未整備区間で旅行速度が低下。

・事故類型では車両相互の追突事故が多く、全体の約6割を占める。

２．事業の進捗状況

■事故累計

交通事故
死傷事故率

（件/億台km）
（100m毎）

■車両相互（追突） ■車両相互（右左折）
■車両相互（出会頭） ■車両相互（その他）
■人対車両 ■車両単独

362件
（63%）

61件
（11%）

34件
（6%）

83件
（14%）

20件
（3%）

17件
（3%）

車両相互の追突事故が
約6割（577件中362件）

国道357号の渋滞、事故状況

写真‐京浜大橋北交差点付近

写真‐有明橋二丁目付近

7時台

12時台

18時台

7時台

12時台

18時台

東
行
き

西
行
き

資料：交通事故データ（H26～H29）

資料：ETC2.0プローブデータ R1.7（全日）

資料：交通事故データ（H26～H29）

東雲JCT

辰巳JCT

東京港臨海道路
(Ⅰ期)

東京港臨海道路
(Ⅱ期)

凡例

20km/h未満 30km/h未満
40km/h未満 40km/h以上

高 速 道 路
高 速 道 路
（事業中区間）
国 道
主 要 地 方 道
県 道

凡例

開 通 区 間
事 業 中 区 間
事 業 中 区 間
（未着手区間）
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２．事業の進捗状況と見込み等

辰巳・東雲・有明立体予定

57.59 71 71 71.78 71.42 72.94 73.82 72.66 57.2 41.69 18.21 29.32 57.54 65.96 63.58 51 41.9 35 23.51 40.58 55 57.6 60 35.36 # 51 # 59.3 63 #
55.61 68 69 68.49 69.81 70.45 63.87 49.78 42.8 35.48 16.93 29.75 56.1 63.49 60.35 43 33.6 27 20.74 39.29 53 56.69 59 31.09 # 48 # 57.7 63 #
53.58 66 67 66.77 67.19 53.64 38.07 41.38 32 23.78 13.16 27.98 55.36 64.55 56.02 36 30.6 26 19.72 37.13 47 55.66 58 32.51 # 39 # 50.8 56 #
53.83 64 66 65.98 65.85 40.35 28.14 26.33 18.5 13.95 10.51 26.73 55.55 63.86 61.21 49 39.4 31 22.34 36.69 41 54.76 57 33.34 # 37 # 50.6 56 #
56.06 64 65 66.54 63.98 38.44 22.76 24.65 19.4 16.08 11.89 26.82 54.55 61.91 64.77 60 53.8 44 28.26 39.77 48 56.71 59 31.9 # 32 # 50.9 54 #
55.34 65 66 67.48 66.59 63.11 53.43 36.97 28.5 23.41 14.26 28.9 56.52 64.8 63.02 54 48 40 26.5 40.66 53 56.47 59 33.11 # 34 # 53.6 58 #
57.34 68 68 65.76 67.77 67.15 67.23 64.29 48.9 41.64 18.17 29.79 56.72 64.03 64.22 58 51.2 42 27.09 40.5 54 57.12 59 33.65 # 34 # 53.6 60 #
55.7 66 67 67.27 66.97 62.16 64.77 56.35 37.7 27 12.67 28.43 56.13 64.04 59.57 43 35.1 28 20.28 38.37 53 56.16 59 31.02 # 37 # 52.9 59 #
56.27 67 68 68.14 68.29 67.03 62.14 43.53 32.3 21.97 12.02 29.15 55.54 64.2 61.15 48 38.6 31 21.99 37.64 52 55.25 56 31.8 # 40 # 53.3 58 #
56.44 67 68 68.73 68.19 66.83 42.77 35.42 28.2 20.18 13.01 29.97 55.15 62.81 64.14 56 46.1 38 25.21 40.11 51 55.73 58 35.5 # 42 # 50.2 50 #
56.06 68 69 68.94 67.74 46.58 26.74 24.57 20.5 17.26 13.29 30.13 56.76 64.68 67.01 61 54.7 45 29.95 40.94 52 52.43 55 34.83 # 40 # 49.9 48 #
56.52 67 68 69.36 69.27 68.61 41.82 25 19.9 16.59 13.36 31.29 58.27 66.74 66.54 61 53.1 44 31.5 36.48 46 46.76 47 30.97 # 30 # 36.3 36 #

49.38 67.37 67.99 71.68 70.57 41.1 # 27.64 29.07 70.47 71.77 68 62 61 63.89 64.84 61.37 61 60 57.05 37 31.93
45.94 67.43 66.46 67.22 68.47 41.09 # 25.13 26.05 65.93 69.68 66 60 59 62.71 63.59 58.81 60 60 56.08 33 22.03
45.15 66.33 66.71 68.63 68.33 37.55 # 14.1 12.14 53.33 66.76 65 59 56 61.03 62.13 57.85 59 58 54.47 31 15.95
45.63 66.86 66.92 68.99 68.75 40.04 # 13.67 7.86 23.94 59.94 62 58 57 61.06 61.95 57.52 58 57 54.81 32 17.22
43.6 66.17 66.32 65.92 68.39 42.07 # 15.11 8.38 20.99 40.1 48 58 57 61.93 62.41 56.65 53 52 49.41 31 15.22
45.08 66.79 66.24 66.95 69.29 41.16 # 20.7 13.79 41.48 59.64 61 60 59 62.17 62.84 59.28 60 59 55.74 31 16.89
45.96 66.03 65.89 66.98 68.16 41.41 # 21.77 16.95 64.27 68.16 65 60 58 62.23 63.18 58.29 59 59 55.54 33 21.06
46.69 66.5 65.9 67.25 68.28 40.37 # 19.49 9.83 37.78 64.36 63 59 58 61.53 62.33 56.3 59 58 55.21 33 20.18
48.02 67.69 65.21 69.77 69.18 39.6 # 18.52 12.51 47.32 66 65 60 58 61.38 62.52 56.96 59 59 56.05 35 24.33
49.34 68.44 67.91 70.74 69.51 39.66 # 18.35 18.68 54.76 67.38 65 60 59 62.79 63.81 58.22 60 59 56.26 35 24.62
47.99 68.31 68.47 70.45 69.36 40.62 # 16.85 19.81 60.54 69.2 65 60 59 62.56 63.39 56.44 59 59 56.35 35 21.09
50.49 69.34 68.21 72.06 71.07 40.75 # 25.83 29.33 68.36 69.97 65 60 59 61.89 62.5 56.6 59 59 55.84 33 20.23

71.61 68.65 59 # 52.5 40 30.85 # 54.09 # 50.9 # 35 40 54.28 43.71 19.5 15.29 24.52 37.3 33.26 30.55 41.15 # 58.44 # # 57.54
67.38 66.68 57 # 51.9 39 28.72 # 53.98 # 51 # 37 41 54.07 43.72 24.24 16.05 23.18 40.8 38.64 38.07 54.41 # 62.07 # # 60.66
50.36 63.19 52 # 49.07 36 24.65 # 45.47 # 47.6 # 37 42 54.89 42.63 25.41 17.83 30.95 58.7 59.9 62.43 65.43 # 65.3 # # 63.28
53 61.82 49 # 47.75 35 22.08 # 39.07 # 44.6 # 38 43 54.87 43.43 25.9 18.41 34.55 53.5 54.5 58.02 63.25 # 65.12 # # 62.69

40.47 62.34 46 # 45.32 35 22.17 # 36.62 # 39.9 # 36 41 53.5 44.2 30.51 21.64 45.31 46.8 50.39 54.19 60.7 # 65.56 # # 61.07
42.45 61.85 46 # 45.36 36 25.8 # 41.76 # 41.8 # 35 40 51.64 45.03 33.4 23.62 45.36 58.4 60.35 62.02 64.76 # 66.91 # # 63.58
49.89 64.24 44 # 44.41 34 26.55 # 51.5 # 51.3 # 40 45 55.73 44.41 34.3 26.28 61.02 64.6 63.7 64.8 66.58 # 68 # # 64.6
49.67 61.91 44 # 42.79 34 27.84 # 45.61 # 46.3 # 38 43 55.83 44.62 36.25 27.53 64.65 65.3 64.62 65.61 67.36 # 69.3 # # 65.15
56.93 62.86 47 # 44.11 36 30.69 # 55.86 # 51.6 # 36 43 56.64 45.74 38.47 29.6 65.44 65.7 64.86 65.76 67.48 # 69.5 # # 65.58
60.09 64.29 53 # 51.5 40 32.06 # 57.85 # 52.1 # 38 44 56.61 46.45 40.02 30.19 65.77 67.1 66.22 67.04 69.3 # 70.96 # # 66.36
50.67 65.6 55 # 52.02 40 30.13 # 56.49 # 51.5 # 37 43 56.44 45.8 40.04 32.85 69.23 67.9 67.11 67.78 70.18 # 71.56 # # 66.72
43.95 67.14 57 # 53.51 41 34.03 # 59.3 # 53.3 # 41 47 57.33 47.02 40.88 34.61 70.08 67.9 67.39 68.02 69.88 # 70.86 # # 66.47

74.82 69 55.72 # 46.01 32 # 16.88 10.92 26 53.98 58 47.22 # # 57.7 # 59.19 # 25.69 48.04 42.11 52.13 71.13 64.4 67.93 65.43 66.88 49 41.84 36.55
76.52 68 52.12 # 41.95 30 # 17.71 10.8 27 52.76 56.4 44.92 # # 56 # 58.56 # 24.32 45.43 39.65 49.96 69.14 62.1 64.7 59.64 66.96 50 42.17 37.49
69.87 61 40.14 # 15.47 13 # 10.43 9.21 27 51.99 55.1 40.09 # # 54 # 56.69 # 25.26 45.78 35.51 48.08 65.62 58.6 60.97 54.45 46.29 25 26.46 28.08
68.52 44 31.19 # 9.81 9 # 9.07 8.71 28 52.01 55.2 39.64 # # 52.5 # 55.79 # 24.85 45.29 33.82 47.55 64.91 57.6 58.58 49.08 28.4 17 19.4 23.08
70.05 39 31.41 # 12.36 11 # 9.3 8.98 28 52.49 55.3 38.8 # # 54.5 # 53.63 # 22.81 43.2 29.45 47.78 64.11 55.7 54.08 43.72 28.47 21 20.28 22.16
71.85 50 32.82 # 24.81 17 # 12.68 10.12 29 52.58 55.7 42.57 # # 53.6 # 56.02 # 24.48 45.28 34.14 48.05 64.98 57.7 60.23 53.87 46.28 34 30.25 29.3
71.76 64 40.32 # 28.47 22 # 15.54 10.32 29 52.08 55.3 41.63 # # 54.7 # 56.51 # 24.9 44.35 32.8 48.02 65.22 59 62.89 57.97 65.91 66 63.37 56.49
73.63 59 32.23 # 10.4 10 # 9.6 8.81 30 51.74 53.8 37.56 # # 53.7 # 50.9 # 21.3 39.19 23.11 47.1 63.37 53.5 50.95 43.9 56.62 54 52.41 44.88
68.71 42 23.4 # 9.12 10 # 8.77 8.25 29 50.56 50.9 34.63 # # 48.1 # 39.26 # 19.6 43.86 27.55 47.19 63.04 50.1 45.69 41.26 49.92 47 42.08 37.53
66.53 34 24.04 # 9.37 10 # 8.7 8.29 28 50.56 50.9 35.07 # # 53.3 # 47.43 # 21.15 40.58 24.04 47.89 59.3 48.4 45.27 41.72 46.68 42 39.56 35.54
65.26 26 20.77 # 8.9 9 8 7.69 7.95 30 50.84 48.9 33.42 # # 51.7 # 45.24 # 19.94 33.52 20.45 47.46 51.73 40.7 38.43 36.76 47.38 44 40.53 38.29
35.72 23 21.38 # 12.49 11 # 9.14 8.69 27 46.07 43.8 32.62 # # 43.8 # 36.51 # 19.35 29.89 20.81 45.42 50.29 38.4 36.38 36.97 50.75 47 41.35 34.63

⾃動⾞専⽤部未整備区間



２．事業の進捗状況と見込み等
（３） 事業の見込み等

１）事業費増加の要因

・交差点の立体化に伴う増額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（約370億円増額）

計 約370億円増額

項目 事業変更の要因 増減

交差点の立体化
に伴う増額

東京湾岸エリアの開発などに伴う周辺地域の交通量の増加に対応する交差点
部の立体化計画について、地質調査や関係機関との協議に基づき構造等の
検討を行った結果、高架方式による立体化にあたり必要な事業費が確定した
ため、増額が必要になった。

＋約370億円

合計 約370億円

7



２．事業の進捗状況と見込み等

交差点の立体化に伴う増額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約370億円増額
東京湾岸エリアの開発などに伴う周辺地域の交通量の増加に対応する交差点部の立体化計画について、地質調査や
関係機関との協議に基づき構造等の検討を行った結果、高架方式による立体化にあたり必要な事業費が確定した
ため増額が必要になった。

（３） 事業の見込み等
２） 事業費変更の内容

２．事業の進捗状況と見込み等

今回再評価
（構造決定）

３種道路

8

※各部の延⻑は3種海側

＜交差道路状況＞

新交通
ゆりかもめ
【⽴体交差】

有明通り
【⽴体交差】

晴海通り
【平面交差】

立体構造
検討箇所

立体構造
検討箇所

立体構造
検討箇所

首都高速
深川線

【⽴体交差】

三ツ目通り
【平面交差】

首都高速
晴海線

【⽴体交差】

環状2号
【⽴体交差】

補助315号線
【平面交差】

首都高速
台場線

【⽴体交差】

自動車専用部



S43 S44S45～H51 S52 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2年以降

事業化

都市

計画

決定

都市

計画

決定

多摩川トンネル

（L=2.0km）

羽田地区

（L=4.2km）

大井環七立体

（L=1.3km）

東京港トンネル（海側）

（L=1.9km）

東京港トンネル（内陸側）

（L=1.9km）

辰巳・東雲・有明立体

（L=4.5km）

新木場立体

（L=2.3km）

荒川河口橋

（L=1.6km）

葛西環七立体

（L=1.2km）

舞浜大橋

（L=0.6km）

年度

事業着手

調査・設計

用地

一般部

工
事

自
動
車
専
用
部

H19～H24H1～H18S53～S63

H5

完

S43

着手

S46
着手

H1

供用

S59

着手

H5
供用

H25

供用
H19

着手

H19

着手

H19

着手

H27

供用

H19

着手

H25

供用

H1
着手

H8
供用

H15

供用

H7

着手

S54

着手

H1

供用

R1

供用

（３）事業の見込み等
１）事業進捗の見込みの視点

現在

２．事業の進捗状況と見込み等

東京港トンネル

多摩川トンネル

国道357号 東京湾岸道路（東京都区間）延長23.4km
と
う
き
ょ
う
と

え
ど
が
わ
く

り
ん
か
い
ち
ょ
う

東
京
都
江
戸
川
区
臨
海
町

と
う
き
ょ
う
と

お
お
た
く

は
ね
だ
く
う
こ
う

東
京
都
大
田
区
羽
田
空
港

再評価対象区間

至

千
葉

至

神
奈
川

東海JCT

大井JCT

有明JCT

葛西JCT

357

東雲JCT
辰巳JCT

東京港臨海道路
(Ⅰ期)

東京港臨海道路
(Ⅱ期)

9

羽田地区

大井環七立体
辰巳・東雲・有明立体 新木場立体

葛西環七立体

舞浜大橋

荒川河口橋

舞浜

・昭和43年度事業着手、昭和44年度都市計画決定。
・平成27年度、東京港トンネル西行き（海側）が完了。多摩川トンネル事業着手。
・令和元年6月、東京港トンネル東行き（内陸側）が完了。
・現在多摩川トンネルについては、多摩川トンネル技術検討委員会を設置し調査設計中。また辰巳・東雲・有明立体の工事の着手に向け調査
設計中。



・国道357号は輸出入コンテナの取扱国内シェアの約3～4割を占める京浜港の背後圏となる東京都、神奈川県、千葉

県を通過しており、広域の物流・人流を担っている。

・国道357号の交通量は年々増加しており、東京港トンネル開通後は3万台/12時間を超えている。大型車混入率は

やや減少傾向にあるものの、43.1%と都内直轄国道平均（20.9％）の2倍以上となっている。

・湾岸部では、リダンダンシーの向上や、交通の円滑化が求められており、国道357号をはじめとした東京湾岸道路による

道路ネットワークの効果や道路種別毎の適切な機能分担が必要である。

３．事業の投資効果
（１）道路ネットワークの形成

■国道357号利用車両の経路と発着地 ※辰巳断面を通行する車両の経路

京浜港のコンテナ輸出入取扱シェア

■輸出 ■輸入

全国
10,433万トン

全国
15,770万トン

京浜港計
2,926万トン
（28％）

京浜港計
5,879万トン
（37％）

出典：港湾統計年報（2017）

15,336 15,169 
17,469 

19,654 
23,776 25,132 23,431 24,842 26,694 

31,179 

9,025 8,504 9,257 9,428 
11,562 11,518 11,818 12,257 11,479 

13,446 

58.8%
56.1%

53.0%

48.0% 48.6%
45.8%

50.4% 49.3%

43.0% 43.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

S60 S63 H2 H6 H9 H11 H17 H22 H27 R1

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000
大
型
車
混
入
率
（
％
）

交
通
量
（
台

/1
2
時
間
）

全車
大型車
大型車混入率

東京港
川崎港
横浜港
その他

国道３５７号の交通量推移と大型車混入率

出典：S60～H22：道路交通センサス一般交通量調査
H27：交通量調査（H27.11.24(火))
R1 ：交通量調査（R1.7.2(火)）

交通量比較地点：江東区東雲（有明交差点）

写真‐有明二丁目交差点を通行するコンテナ車

国道357号利用車両の経路と発着地

10

道路利用者の声

・東京港トンネル開通後、首都高湾岸
線に平行する道路ができて、混雑時
の代替路が増え安心感が持てるよう
になった。

・臨海エリア全体的に交通分散された
ように感じる。

千葉県

神奈川県

東京都

埼玉県 茨城県

東京港

川崎港

横浜港

対象断面

東京都⇔千葉県
42％

神奈川⇔東京
5％

東京都内
37％

発着台数（台・TE）
0 0 1 〜 100
0101 〜 1000
1,001 〜 2,000
2,001 〜 3,000
3,001 〜

トリップ数（台）

（太さはトリップ数に応じる）
資料︓ETC2.0プローブデータ R1.7（平日）
分析範囲︓東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県

主な発着点ペア

（数字は断面に占める割合）



48,500 
41,400 35,600 

0 14,600 31,000 

31,400 
30,400 

27,600 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

⻄⾏き開通前 ⻄⾏き開通１年後 東⾏き開通1か月後

【台場〜⽻⽥区間】断面交通量の推移

臨海道路 東京港トンネル 都道316号

79,900
86,400

94,200

（H27.11.24） （H29.4.25） （R1.7.2､R1.7.9平均）

-2,800台/日

+16､400台/日+14,600台/日

-5,800台/日-7,100台/日

-1,000台/日

（台/日）

西行き開通前：平成27年11月24日（火） 西行き開通後 1年：平成29年4月25日（火）
東行き開通後一か月：令和元年7月2日および7月9日の平均値 ※午前7時～翌午前7時の24時間調査

・東京港トンネルの開通（平成28年3月26日西行き、令和元年6月3日東行き）により、台場地区から羽田空港までの所要

時間は約20分に短縮。

・当該区間の開通後、内陸部・臨海道路の交通量は減少傾向にあり、幹線道路としての機能が高まった。

・臨海副都心から品川方面へ向かう車両は、内陸を経由するルートや東京港臨海道路から東京港トンネルへと転換。

交通の転換

出典：商用車プローブ
開通前：平成28年2月
開通後：平成30年2月

【対象車両】
有明二丁目交差点を通過し、
品川区を目的地とする車両

出典：川崎国道事務所
交通量調査

断面交通量の推移
（都道316号+東京港トンネル+臨海道路）

※四捨五入により、合計値が一致しないところがある

３．事業の投資効果
（２）開通区間の整備効果（東京港トンネル）

所要時間の短縮

約19分（開通後）

約20分（開通後）
台場地区

【内陸ルート】

【東京港トンネルルート】

【臨海ルート】

東京港トンネル

首都高速
湾岸線至 千葉

至 横浜 至 千葉

至 横浜
首都高速
湾岸線

転換

転換

【参考】臨海副都心→品川区への経路分担率

22%
39%

22%
2%

56%

6%

53%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

開通前 開通後
その他 臨海道路Ⅰ期

内陸（レインボーブリッジ）経由 東京港トンネル経由

-50％

-20％
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出典：ETC2.0プローブデータ
開通前：平成27年7～10月 平日12時間平均 開通後：令和元年6月4日～30日平日12時間平均

東京港トンネル（大井側）東京港トンネル（台場側）



■総便益（Ｂ）

■総費用（Ｃ）

道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれについて
推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき3便益を計上した。
【3便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

１）計算条件 〔参考：前回評価（H27）〕

・基準年次 ：令和元年度 平成27年度
・分析対象期間 ：供用後50年間 供用後50年間
・基礎データ ：平成22年度全国道路・街路交通情勢調査 平成17年度全国道路・街路交通情勢調査
・交通量の推計時点 ：令和12（2030）年度 令和12（2030）年度
・計画交通量 ：11,400～96,900〔台/日〕 12,500～93,200 〔台/日〕
・事業費 ： 約7,383億円（約5,083億円） 約7,013億円（約4,713億円）
・総便益(B) ： 約21,357億円〔約69,352億円〕 約15,796億円〔約63,317億円〕

(約13,864億円〔約47,629億円〕） （約10,903億円〔約43,854億円〕）

・総費用(C） ： 約12,921億円〔約7,824億円〕 約10,447億円〔約7,418億円〕
(約8,945億円〔約5,109億円〕） （約7,156億円〔約4,786億円〕）

・費用便益比(B/C) ：1.7（1.5） 1.5※ （1.5）

３．事業の投資効果
（３） 費用便益分析

注1）値は国道357号東京湾岸道路（神奈川区間・東京都区間）58.5ｋｍの整備区間を対象とした場合、（）書きの値は、東京都区間の費用便益分析結果。

注2）便益・費用については、令和元年度を基準年度とし、社会的割引率を4％として現在価値化した値、〔〕内の値は基準年次における現在価値化前を示す値である
12

※前回評価時（平成27年度）の参考値



３．事業の投資効果

注1）上段の値は国道357号東京湾岸道路（神奈川県区間・東京都区間）58.5ｋｍの整備区間を対象とした場合、（）書きの値は、東京都区間の費用便益分析結果。

注2）便益・費用については、令和元（2019）年度を基準年度とし、社会的割引率を4％として現在価値化した値、〔〕内の値は基準年次における現在価値化前を示す値である。

注3）費用便益比算定上設定した完成年度は令和12（2030）年度である

注4）費用及び便益額は整数止めとする。

注5）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

２）事業全体

３）残事業

（３） 費用便益分析

便益(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益
費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
20,069億円

（13,346億円）
1,197億円
（510億円）

91億円
（9億円）

21,357億円〔69,352億円〕
（13,864億円〔47,629億円〕）

費用(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用
1.7

（1.5）12,627億円
（8,844億円）

295億円
（101億円）

12,921億円〔7,824億円〕
（8,945億円〔5,109億円〕）

便益(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益
費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
3,938億円

（3,268億円）
56億円

（32億円）
16億円

（0.86億円）
4,011億円〔12,730億円〕

（3,301億円〔11,385億円〕）

費用(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用
1.4

（1.6）2,679億円
（2,069億円）

99億円
（51億円）

2,779億円〔3,428億円〕
（2,119億円〔2,601億円〕）
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整備無し
（Ａ）

整備あり
（Ｂ）

Ｂ／Ｃ

神奈川県区間
＋東京都区間 1.7

東京都
区間 1.5

：整備あり区間

：整備無し区間

：未着手区間

【凡例】

横須賀市
夏島町 都県境 都県境羽田空港浮島

千葉市
美浜区真砂

多摩川トンネル

東京都区間

横須賀市
夏島町 都県境 都県境羽田空港浮島

千葉市
美浜区真砂

多摩川トンネル

東京都区間

横須賀市
夏島町 都県境 都県境羽田空港浮島

千葉市
美浜区真砂

多摩川トンネル

神奈川県区間・東京都区間

横須賀市
夏島町 都県境 都県境羽田空港浮島

千葉市
美浜区真砂

多摩川トンネル

神奈川県区間・東京都区間

３．事業の投資効果

４）費用対効果算出ケース

（３） 費用便益分析



４．コスト縮減等
（１） コスト縮減の取り組み

15

＜上部構造形式＞

有明立体では、上部構造形式について重量の抑制、見通しと維持管理空間を確保可能な構造形式の採用により、
従来形式と比較して橋梁形式を合理化し、ライフサイクルコストを縮減。

増額抑制額 約4.6億（有明立体）

・構造形式の見直し

【従来形式】鋼箱桁橋 ⇒ 【合理化形式】鋼細幅箱桁橋

高耐久性床版を用いた合理化形式に変更し、上部構造を合理化してコスト縮減を実現。

従来設計の2主箱桁橋を100とした場合の
細幅箱桁橋の各項目比

イニシャルコスト：約2.4億円のコスト縮減
維持管理費 ：約2.2億円のコスト縮減

鋼箱桁橋（ＲＣ床版） 鋼細幅箱桁橋（合成床版）

箱桁橋(従来形式)︓
・重 量〇〇〇
・部材数(点検コスト)
・塗装面積(維持管理コスト)

箱桁橋(合理化形式)︓
・重 量〇〇〇
・部材数(点検コスト)
・塗装面積(維持管理コスト)

65%

50%

90%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

塗
装
面
積

材
片
数

鋼
重



・東京都知事の意見
首都東京の道路整備は、東京の最大の弱点である交通渋滞の解消、環境改善、生産性や防災性の向上のみならず、我が国の

経済を活性化させ、国際競争力を強化するためにも必要不可欠である。その中で、体系的な道路ネットワークの構築を図る国道
の果たす役割は非常に大きい。
とりわけ国道３５７号は、東京湾岸の広域的なネットワーク形成のみならず、国際化が進む羽田空港へのアクセス向上や京浜三

港の連携強化にも寄与する重要な路線である。
このため、臨港道路南北線の開通等も見据え、辰巳・東雲・有明立体については、早期に事業着手し整備を推進されたい。
また、事業実施にあたっては、コスト縮減を図るなど、より効率的な事業推進に努めること。
加えて、多摩川トンネルについては、羽田空港周辺と京浜臨海部の連携強化に向けて、実施工程を示しつつ整備を推進し、早

期開通を図られたい。また、その他の未整備区間についても、早期に事業着手し整備を推進されたい。

５．関連自治体等の意見

■東京都からの意見
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・国道357号東京湾岸道路（東京都区間）の整備により、専用部と一般部で機能分担が図られ、渋滞緩和が期待。

・国道357号東京湾岸道路の沿線には、物流・人流の面から我が国の経済にとって非常に重要な京浜港・羽田空港等
が存在。

・国道357号東京湾岸道路の整備により、物流・人流の効率化や、防災機能の強化に寄与。

・費用対効果（B／C)は1.7（※）である。 （※）神奈川県区間・東京都区間の費用便益分析結果

・平成27年度、東京港トンネル西行き（海側）が完了。多摩川トンネル事業着手。
・令和元年6月、東京港トンネル東行き（内陸側）が完了。
・現在多摩川トンネルについては、多摩川トンネル技術検討委員会を設立。また辰巳・東雲・有明の立体工事の
着手に向け調査設計中。

・事業継続とする。
・本事業は、湾岸地域に立地する諸都市、諸施設の機能効率化、内陸部の交通混雑緩和の観点から事業の必要性、
重要性は高く、早期の効果発現を図ることが適切である。

６．今後の対応方針（原案）
（１）事業の必要性等に関する視点

（２）事業の進捗の見込みの視点

（４）対応方針（原案）

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
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・有明立体では、上部構造形式について重量の抑制、見通しと維持管理空間を確保可能な工法の採用により、従来形

式と比較して橋梁形式を合理化し、ライフサイクルコストを縮減。


